
所管 ①課による評価

１．基本事項

２．事業実績

　　　１　平間こども文化センター
①　　　　 年間延べ利用者数 人39,843 団体662

　　　２　平間小学校わくわくプ ラザ
①　　　　 登録者数 人194 人13,643

　　　３　下河原小学校わくわくプ ラザ
①　　　　 登録者数 人116 人7,698

　　　１　玉川こども文化センター
① 年間延べ利用者数 人29,201 団体393

　　　２　玉川小学校わくわくプ ラザ
① 登録者数 人241 人18,085

　　　３　下沼部小学校わくわくプ ラザ
① 登録者数 人425 人26,503

　　　１　西加瀬こども文化センター
① 年間延べ利用者数 人29,370 団体393

　　　２　苅宿小学校わくわくプ ラザ
① 登録者数 人251 人18,153

　　　３　木月小学校わくわくプ ラザ
① 登録者数 人133 人7,404

単位：円
１　収入
指定管理料 140,072,013

２　支出
人件費 128,698,388
管理費 14,254,929
事務経費 8,596,329
そ の他経費 0

合計 151,549,646
３　差引 - 11,477,633

３．評価

分類 項目 配点 評価段階 評価点

適切な金銭管
理・会計手続 5 3 3

3 3
効率的な執行等、経費縮減に具体的に取組んでいるか

サー ビ スの水準を確保してい るか

支出に見合う効果が得られてい るか

（評価の理由）会計処理・金銭処理に つ い ては適正に行われてい る。受託２０グル ー プ ５３施設を管理してい る運営法人のスケー ル メリッ トを活
か し、一元的な臨時職員の雇用・管理、警備等業務委託の一括契約、消耗品や備品の一括購入等の取り組みに よる経費削減を図っ た。

8
事業計画に基づ き、こども文化センター 事業とわ くわ くプ ラザ事業を着実に実施した
か

こども文化センター の利用者数に増加傾向が見られるか

わ くわ くプ ラザ に お い て、適切に児童を受け入れてい るか

（評価の理由）複数館運営す るスケー ル メリッ トを活か し、全施設及び区内１０館の合同行事を実施し、複数館で実施ならではの体験や他の施
設を利用す るこども達と交流を深めた。グル ー プ 合同行事では指定管理期間中の目標を明確に掲げ 、事業の狙いをつ けて毎年着実に ステ ッ
プ ア ッ プ してい た。２６年度はデ イキャン プ を宿泊キャンプ に バー ジョン ア ッ プ し、食材ゲッ トゲー ムを取り入れるなど家庭のありがた さに 感謝す
るよう工夫した 。新規に企画した 「び ち ゃ び ち ゃ デ イ」では住吉中学校１年生１１人がボランテ ィア で参加す るなど充実した内容であっ た 。また 、
小さい子でも参加できるよう種目を工夫した 「なか よしカ ッ プ 」を開催し、学区を越えた交流ができた。
平間こども文化センター では子どもたちの自主企画提案に よる花壇つ く りを行い 、公園のボランテ ィア とも連携した 。西加瀬こども文化センター
ではエ コクラブ を新規に立ち上げ た。玉川こども文化センター では新規事業として 「か ん たん工作」や 「玉川クッ キング 」を実施した。

収
支
計
画
・
実
績

適切な会計処理及び金銭管理をしてい るか

効率的・効果的
な支出

計画に基づ き適切な支出をしてい るか

5

収支実績

サー ビス向上の取組
全館行事、区行事やグルー プ行事など地域を越えた児童の健全育成、交流の場づ くりを行っ た。また経費削減
へ取り組み、施設修繕や遊具の調達を行うなど利用者への還元を行っ た。

着眼点

事
業
の
推
進

事業推進

及び

事業成果

順調に事業の推進が図られているか

10 4

② 年間延べ利用者数

② 年間延べ利用者数

② 年間延べ利用者数

② 年間延べ利用者数

こども支援室長

指定期間 平成２３年４月１日～平成２８年３月３１日 所管課 中原区こども支援室

利用実績

② 年間延べ利用団体数

② 年間延べ利用者数

② 年間延べ利用者数

② 年間延べ利用団体数

② 年間延べ利用団体数

指定管理者制度活用事業 評価シート

施設名称 中原区第３グルー プ （平間・玉川・西加瀬） 評価対象年度 平成２６年度

事業者名
・事業者名 公益財団法人かわさき市民活動センター
・代表者名 理事長 小倉 敬子
・住所 川崎市中原区新丸子東３丁目１１００番地１２

評価者



施設・事業の広報 5 4 4

運営協議会の実
施 5 3 3
保護者懇談会の
実施 5 3 3
学校及び行政機
関との連携 10 4 8

利用者ニ ー ズ 10 4 8

職員の研修体制 10 4 8
個人情報等の取
扱 5 3 3

施設・設備の保
守管理 5 3 3

４．総合評価

５．事業執行（管理運営）に対する全体的な評価

６．来年度の事業執行（管理運営）に対する指導事項等

71 評価ランク B

防犯対策
及び

災害時の対応

施設の防犯のための工夫をしているか

5 4

4事故等が発生した場合に適切な対応をしてい るか

感染症予防対策や発生時に お いて 、適切な対応をしてい るか

指定管理者以前からこども文化センター及びわくわくプ ラザの管理運営に携わっ た経験を生かすとともに 、区内こども文化センター １０館合
同行事「遊んじゃ王～ステー ジ こ文レンジャー大集合～」や地域と連携した行事を開催した。
特色のある行事としては、宿泊キャンプ にバー ジョンア ッ プ した「デ イキャンプ 」や 「びち ゃ び ちゃ デ イ」を実施した。
また、財団全体でホー ムペ ー ジのリニ ュー アル を実施し、新ホー ムペ ー ジ研修で情報提供の能力向上を図っ た点や、体系的な研修計画を
着実に実施したことに加え、研修効果を事業へ反映させるための取り組みや、食物アレルギー対応の研修を通じ安全確保への取り組みが
具体的に定着している点を評価した。

引き続き、こども文化センター及びわくわくプ ラザの利用者が安心して利用できるよう環境整備やスタッフ のスキル向上に努め、利用者に
とっ て各施設がより居心地の良い場となることを期待する。

4災害発生時に備え、マ ニ ュ アル 等を整備しているか

災害発生時に確実な対応・行動を取るための取組をしているか

（評価の理由）　利用者が安全に利用できるようマ ニ ュア ル を作成し、施設・設備の安全点検を実施するとともに 、迅速に修繕を行うなど環境整
備に努めた 。また衛生管理に つ い てもマ ニ ュ アル を整備し、利用者の安心・安全に繋げ た。スタッ フ へ の イン フ ル エ ンザ予防接種費用を補助
す ることに より、スタッ フ の予防接種を促進し、利用者等へ の感染リスクを軽減させ る措置を取っ てい た 。食物アレル ギー 対応の研修に つ い て
は未受講の職員の受講を義務付け、臨時職員の受講も促進した 。ア レル ギー 児に も対応した保存食及び保存水を配備した。また 、地域の小
学校や合築施設と協力し、合同避難訓練を実施した。

評価点合計

6こども文化センター 及び わ くわく プ ラザ の施設管理と事業運営のため に 、指定管理
仕様書に お い て定める職員配置の最低基準どお りに 人員を配置しているか

川崎市公契約条例を遵守してい るか

職員のスキル ア ッ プ に 必要な研修を実施したか （外部研修の受講を含む ）

適
正
な
業
務
実
施

安全な利用に支障を来たす ことのない よう、施設・設備の保守点検や整備、備品管
理等を適切に実施しているか

利用者の安全確
保

利用者の安全を確保す る体制（マ ニ ュ アル 等）を整備しているか

5 4

利用者ニ ー ズを把握し、事業運営に反映させ てい るか

組
織
管
理
体
制

適正な人員配置

児童福祉施設最低基準第３８条の規定に従い職員を配置してい るか

個人情報保護に関す る規定や体制を整備し、適正に取り組んでいるか

（評価の理由）こども文化センター とわ くわ くプ ラザ に お いて提案どお り適正な職員配置がされてい た 。特別な支援を必要とす る児童に つ い て
は、適宜スタッ フ を追加で配置した 。市主催の研修へ も多数の参加し、市民活動センター 全体、区、館毎の研修を計画的に企画・実施した。財
団ホー ムペ ー ジの リニ ュー アル を機に 、新ホー ムペ ー ジ研修で情報提供の能力向上を図っ た。業務評価プ ロジェ クトを立ち上げ 、内部で自己
評価をす るための取り組みを推進した 。また 、研修受講後は会議等でフ ィー ドバ ッ クし情報共有を図っ てい る。個人情報や電子デ ー タは鍵の
かか る保管庫に保管されている。情報漏えいや紛失等の事実はなか っ た 。

サ
ー

ビ
ス
向
上
及
び
業
務
改
善

施設や事業の周知に積極的に取り組んでいるか

10 3

利用者へ の対応

利用者に対す るサー ビ スが適切に されているか

5 3

（評価の理由）利用パ ンフ レッ トや毎月のお たよりを発行し、近隣に配布、施設案内や毎月の活動を周知した。また 、ホー ムペ ー ジをリニ ュ ー ア
ル しタイムリー な利用案内や活動の周知を行っ た 。特別な支援を必要とす る児童へ の対応のため 、巡回相談員の巡回、事例検討会等を実施
し児童一人一人の状況を把握した 。平間こども文化センター では地元中学校の生活指導担当と月 回連絡会1 を開催し、情報を共有し、見守り
が必要な中学生の行動に注意深く対応した。区全体の運営協議会も年 回開催1 されてお り、地域との活発な意見交換、良好な関係作りに寄与
している。保護者を対象に わ くわ くプ ラザ の ア ンケー トを実施し、保護者懇談会も年 回実施3 した 。
平間こども文化センター では地域の中学校・川崎工科高校の吹奏楽部や地域サー クル と野外コンサ ー トを実施し、地元住民と交流を深めた 。
西加瀬こども文化センター では地域企業の協力を得て、長谷川香料 株( )の ビ オ トー プ 見学、福来醤油の工場見学を実施し、地域社会を学ぶ
機会を提供した。玉川こども文化センター は玉川中学美術部が壁画を作成す る計画が進み、中学校と連携しながら壁画作りの取り組んでい
た。
意見箱や行事ごとの アンケー ト等を活用し、利用者の声を吸い上げ る仕組みがあっ た 。こ文や わ くわ くを利用す る保護者に アンケー トを実施
し、行事や スタッ フ の対応に反映した。

3
特別な配慮を要す る利用者へ の対応が適切に されているか

こども文化センター 運営協議会を実施しているか

わ くわ くプ ラザ保護者懇談会を実施しているか

事業実施に当たり学校、行政及び地域等と連携してい るか


